
心の栄養剤Ｎｏ１０３「おじいちゃん、おばあちゃんの名前をちゃんと言えますか？」

彼は不運の連続の人生を歩んでいました。

童謡『十五夜お月さん』『七つの子』『赤い靴』『青い目の人形』などの代表作を持

つ、童謡界の三大詩人と言われた野口雨情です。雨情は茨城から東京に出てくるもの

の、大学を中退。そして、父の事業失敗と死により故郷に帰り家督を継ぎます。家を

守るために、資産家の娘との政略結婚をおぜん立てさせられ、やむなく結婚。この頃

から、詩作に打ち込みはじめるものの反響はなし。

その後、事業を立ち上げますが失敗。夜逃げのようなかたちで小樽に行き、小さな新

聞社に勤めます。しかし上司とうまくなじめず、新聞社も辞めてしまいます。このよ

うに、何もかもうまくいかない。そんななか、子どもが生まれるのですが、一週間ほ

どで亡くなってしまうのです。雨情は、酒に浸る日々を送ります。一方、雨情の詩人

仲間はどんどん活躍していきました。雨情は自分のことをこう語っています。

「私は旅人である。苦痛の旅人である」

ある日、一週間で亡くなった娘さんが雨情の夢に現れ、瞳に涙をいっぱい浮かべて泣

いていたといいます。わずか一週間しか生きることができなかった娘。

「自分の人生にすら挑戦できなかった娘。それに比べたら自分はどうだ。父と母

から健康な体をいただき、すでに二十数年の人生を送っていながら、自ら人生

を諦め、酒に逃げていた！！『何とか、立ち直らなきゃ』」

この決意とともに立ち上がった野口雨情。その後、彼がつくる童謡は、次第に人々に

知られるようになるのです。

「シャボン玉」

シャボン玉飛んだ 屋根まで飛んだ 屋根まで飛んで こわれて消えた

シャボン玉消えた 飛ばずに消えた 産まれてすぐに こわれて消えた

風、風、吹くな シャボン玉飛ばそ

これは、はかなく亡くなった娘さんの命をシャボン玉に置き換えてつくられた詩だと

もいわれています。わずか一週間しか生きることができなかった子ども。自分の人生

に挑戦すらできなかった子ども。このとき、雨情は、はっきり痛感するのです。命の

はかりしれない価値を。

あなたは、わかっていますか？ あなたの命のほんとうの価値を。

あなたの命の前には、お父さん、お母さんの命があります。そのお父さん、お母さん

にもそれぞれお父さん、お母さんがいます。９世代さかのぼるだけで、あなたの先祖

は１０２２人にものぼります。２０００年前までさかのぼれば１００兆人です。

１００兆、２００兆、３００兆以上ものカップルが、命をバトンするまではハートブ

レイクを迎えることもなく、亡くなることもなかったからこそ、いまのあなたの命が

あります。宇宙のビッグバンから脈々と受け継がれてきた奇跡のリレーの、最先端を

担っているのがあなたの命です。



「ありがとう」は、なんで「有り難う」って書くか、知っていますか？

めったに起こらないこと、「『有』ることが『難』しい」ことが起きたときに、

「有り難し」といったのです。それが「有り難う」の由来です。

そうです。もっとも有り得ない（有り難し）ものこそ、あなたの命なのです。

さて、その有り難い命、いったいなにに使う？

ここで冒頭の問いです。あなたは、すべてのご先祖さまたちの思いの結晶です。

そのことをしっかりイメージしてもらうためにも、あなたのお父さん、お母さん

、そしておじいちゃん、おばあちゃん、さらにひいおじいちゃん、ひいおばあち

ゃんと、さかのぼれるだけ調べてあなたの家系図を完成させて下さい。

名前を知らないということは、その存在を全く意識していないということです。

家系図を見ると、あなたの命のルーツ（流れ）の重みが直感的に実感できるよう

になりますから、ぜひとも作ってください。

あなたの命こそ、先祖たちのロマンの結晶です。

ひすいこうたろう著 「あした死ぬかもよ？」より

ドキッとしました！！ 恥ずかしい話～祖父母の名前が

言えません！！

皆様はいかがですか？

猛省の上、早速調べられるだけの家系図を書いて

みようと思います。

やはり、自分が今存在している奇跡～有難さ～重み

を実感して、感謝しながら過ごすのを

ベースにして日々生きていく事は、

とっても大切で強く正しく生きる

為の大きな力となると思います!!


